
審議事項
第２回経営研究会に
おける御意⾒の整理
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委員に御審議いただく事項（第８期） （■本日、 □前回、 ■次回）

１．下水道事業の取組によるＳＤＧｓの貢献

２. 横浜市下水道事業経営計画2018中間振り返り

３．時代の風を捉えた強化すべき施策の柱

第２回

第３回

第４回

第５回
（まとめ）
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本市下水道事業の施策・取組は、SDGｓの達成にも貢献

次の下水道事業
中期経営計画へ

下水道事業を市民の皆さまに伝えて
いくための見せ方に活用

下水道事業の施策・取組が、SDGs
のどの目標に貢献しているかを整理

下水道事業の取組を通じて、市民の
皆さまがSDGsの達成にも貢献
→下水道事業に対する関心を持って

いただき、より一層理解を深める
ことにつなげていきたい

第２回資料
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「下水道事業においても、（SDG
ｓの）考え方に留意し、事業を
進めていくことが求められてい
ます。」

（横浜市下水道事業中期経営計画2018より抜粋）

具体的にSDGｓとの関係を整理し
たものはない

横浜市下水道事業中期経営計画2018でのSDGｓの関わり

下水道事業の６つの施策の柱ご
とに具体的な施策の取組方針を
示して、SDGsのどの目標に貢献
しているかを整理した

第２回資料



いただいたご意見

（１）下水道事業の取組によるＳＤＧｓの貢献

・ＳＤＧｓを考える際に、下水道経営と関連させてどのように活用していくのか。そのロジックは考えておくべ きである。
・下水道事業としてもっとこういうことに取組みましょうということにつなげる視点もある。
・（ＳＤＧｓと下水道事業の取組を整理することで、）下水道事業としての中で積極的に進めていこうということや今あるも
のを今後どうしていくかという議論にも使っていく視点もある。

・ＳＤＧｓとの関係を整理していく視点について、下水道事業の国際展開の取組や下水道事業の雇用・働き方の視点もあ
る。

・下水道事業の取組とＳＤＧｓとの関連を整理した結果をどう活用するか検討が必要。対外的と対内的な面の両方があり、
下水道の意味、役割をもう一度見直して外部の方に説明するということもあるし、自分たちの中で下水道にはどういう
意味があるのか、どういう目標に向かって進むべきなのかということをもう一度考え直してみることもあると思う。

・市民の皆さまにわかりやすい中期経営計画とするために

【提言まとめの方向性(案)】
・下水道事業の施策・取組がSDGsのどの目標に貢献しているかを整理することで、下水
道事業をわかりやすく伝えることができ、市民の皆さまが、下水道事業に対する理解を
深める機会となる。また、下水道事業の施策・取組を通じて、市民の皆さまが間接的に
SDGsの達成にも貢献することとなる。更に、下水道事業が実施すべき役割や施策・取
組を見つめなおす機会ともなる。
・次期の中期経営計画は、下水道事業の施策・取組について、主要施策に限らずSDGｓと
の関係整理を検討することが望ましい。
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